
植物生育調整剤ホルクロルフェニュロン液剤利用による西洋なし 「ラ ・フランス」の果実肥大の促進

(園試 果 構部)

1.背 景とねらい

本県の主力品種である、西洋なし 「ラ ,フランス」は、多様化する消費動向のなか、高級生食用果実として

需要が伸びており、その中でも大玉果の市場性が高い。

そこで、果実肥大促進など高品質生産のため、平成 5年 度、 6年 度の参考事項として、 「ラ ・フランス」の

摘果法 (摘果強度、摘果時期等)に ついて参考に供 したが、さらに植物生育調整剤ホルクロルフ土ニュロン液

剤 (商品名 :フルメット液剤)利 用による果実肥大の促進効果について検討を行った結果、成果が得られたた

め参考に供する。

2.技 術内容

(1)薬剤名

商品名 :フルメット液剤

成分名 :ホルクロルフェニュロン液剤

成 分 :ホルクロルフェニュロン 〔1-(2・クロルー4-ずリン
Sル
)-3-7ェニュル尿素〕 0.10%

・  有 機港剤 ・界面活性剤等 99.9%

物理的化学的性状 t無色透明水溶性液体

毒 性 :人畜毒性 普 通物相当

魚 毒 性  B類 相当

(2)使用方法

適用作物名   薬 剤名    使 用時期   処 理濃度    使 用回数

(3)散布方法 :対象果実にハンドスプレー等で散布ムラのないよう散布する。
(4)摘  果 :満開後15～20日の20p脚の散布で、10～15%の肥大効果が期待できるが、肥大による樹体への負

担を軽減するため、摘果を標準着果量より10～15%程度強くする。

3.指 導上の留意事項
(1)有効成分のホルクロロフェニュロンは合成サイトカイエン物質であり、BA(ベ ンジルアデニン)と 同一

の作用点に働くとされており、西洋なし「ラ・フランス」に対する果実】巴大促進効果は、果肉の細胞数の

増加によるものと推察される。
(2)使用時期が早く、使用濃度が高いほど果実肥大効果は大きいが、果梗部の肥大により品種固有の果形が変
わるなどの影響があるので注意する (表1～ 3、図 1)。

(3)果実が大きくなるので、着果量は樹の生育を見て調整する。
(4)処理後の降雨は効果を減じるので、降雨が予想される場合は処理しない。
(5)調整 した薬液は効果低下の恐れがあるのでく調整当日に使いきる。
(6)他葉剤との混用は しない。
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4.試 験結果の概要

表 1 処 理時期と処理濃度が果重に与える影響 (無処理平均果重比%) (1991～
'94、'96)

処理時期(満開後)

処理濃度(ppm)

20日 25日

20   30 10   20   30 10  20   30 10   20

15日10日 無処理区
平均果重
(g)
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1 1 6

注)1992年は、満開後15日は16日、20日は22日、25日は28日後の処理

回 こ2口団 こる0国 とS巾□ m ( 回 く臼8□ く,的国 くt e 6日( S m口 5 mこ

選1告]8鑑

旨|:]暑樹
富8:3掛
魚四理対照

果重分布 (1993)

表 2 果 実肥大と果実品質(1993)

図 2 果 重分布 (1991)

(%)

図 1

ｍ
中
『
れ
わ
れ
帥

把
要
ヒ

（
浦
聞
喜
Ｆ
〕数

・
ｕ
博
■
待
●

試験区

産 1)収 穫10/12、予冷10/12～22(5℃)、追熱10/22～11/4(16℃)、11/4に果実品質調査を実施

表3 果 実肥大と果実品質(1991)

試験区 査
数
調
果
平均果重  硬 度  糖 度
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0 . 1 0
0 . 1 4
0 , 1 4

注 1)収 穫10/15

摘要 )フ ルメット液剤の処理による果実肥大効果は、使用時期が早 く、使用濃度が高いほど効果が高い。
また、処理による果実品質への影響は、年によりやや糖度が低くなる傾向がみられるものの、ほと
んど影響がないと考えられる。
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